
 

旭共募発第 51号 
令和８年９月 18日 

各地区連合自治会町内会長 様 
共同募金会旭区支会 
支会長 内田 裕朗 

 

令和８年度共同募金運動へのご協力について（ご依頼） 
 

時下 ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

共同募金運動の実施について、例年格別のご尽力を賜り厚くお礼申しあげます。 

さて、今年も 10月１日から全国一斉に共同募金運動が始まり、旭区におきましても 

様々な募金活動を予定しております。お忙しい時期にお手数をおかけしますが、自治会

町内会の皆様にも戸別募金へのご理解とご協力をお願い申しあげます。 

 

●お願いしたいこと● 

【区連長】ご承知おきください。 

【地区連長】ご承知おきください。 

【単位会長】戸別募金の募集および納入にご協力をお願いいたします。 

 

１．募金の受付期間    

令和８年 10月１日（木）～令和９年１月 29 日（金） 
   ※例年 10月～12月までの 3か月間としていますが、期間を延長して実施します。 

各自治会町内会のご事情に合わせて柔軟な対応をお願いします。 

※期日を過ぎて納入される場合は、事務局までご一報ください。 

※旭区社会福祉協議会窓口での受付日時は【平日９時～１７時】となります。 

 

２．各自治会町内会における募金目標（目安）額算出式 

戸別募金目標（目安）額（赤い羽根＋年末）×  各自治会世帯数 

      【￥２２，３１６，０００】  区内登録世帯数【７８,２８６】 
               ※ 世帯数は令和８年６月現在現況届世帯数 

３．募金関連資材発送日 

   令和８年９月下旬（予定） 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

【事務局】共同募金会旭区支会 
 

（旭区社会福祉協議会内） 

担 当：菊地・長谷川 

電 話：３９２－１１２３ 

ＦＡＸ：３９２－０２２２ 

メール：asahi-ks@ceres.ocn.ne.jp 

区連会 資料３－２ 

 
 
「共同募金」は、事前に使いみちや集める額（目標額）を定め、地域福祉のための募金と配分に関する

計画をたてることが法的に義務づけられています。（社会福祉法第１０章第３節第１１２条） 
 できる限り“事前に申請された配分要望”に応えるため、その財源の確保を目標としています。 
 この「目標額」を世帯数で割った額が１世帯あたりの額（目安額）です。 

ですが、あくまでも「目安額」であり、決して「割り当て額」ではありません。 
募金を呼びかけていただく際、地域のみなさまにも十分にご理解をいただき、ご協力いただけますよう、

よろしくお願いします。 

 

共同募金にはなぜ目標額（目安額）があるのか？ 



 

令和８年９月 18日 

【NO】自治会町内会名 様 

 

神奈川県共同募金会旭区支会 

支会長 内田 裕朗  

                        

令和８年度共同募金運動の実施に伴う 
戸別募金（封筒募金）への協力について（お願い） 

 

時下 ますますご清祥のこととお喜び申しあげます。 

共同募金の実施に際しましては、例年格別のご尽力を賜り、厚くお礼申しあげます。 

さて、今年も 10 月１日から全国一斉に共同募金運動が始まり、旭区におきましても様々な

募金活動を予定しております。お忙しい時期にお手数をおかけしますが、自治会町内会の皆様

のご理解とご協力をいただき、戸別募金を実施したいと存じます。 

実施要領に募金活動の注意事項が掲載されておりますので、ご一読の上、無理のない範囲で 

募金活動へのご協力をお願いいたします。 

 なお、募金の受付につきましては【専用払込用紙にて『ゆうちょ銀行の窓口』でお手続き 

をされた場合、硬貨取扱手数料・現金手続料金加算・送金手数料が無料】となります。 

  

１ 募金の受付   令和８年１０月１日（木）～令和９年１月２９日(金) 

※従前は 10月～12月までの 3か月間としていましたが、期間を延長して実施します。 

各自治会町内会のご事情に合わせて柔軟な対応をお願いします。 

※期日を過ぎて送金される場合は、事務局までご一報ください。 

 

２ 貴会の募金目標額    ￥≪目安額≫.－ 
 

          【￥22,316,000-】                 【●●●】貴会世帯数 

       戸別募金目標額（赤い羽根＋年末）         【78,286】区内登録世帯数 
                                                    ※ 世帯数は令和８年度現況届世帯数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「共同募金」は、事前に使いみちや集める額（目標額）を定め、地域福祉のための募金と配分に関する

計画をたてることが法的に義務づけられています。（社会福祉法第１０章第３節第１１２条） 
 できる限り“事前に申請された配分要望”に応えるため、その財源の確保を目標としています。 
 この「目標額」を世帯数で割った額が１世帯あたりの額（目安額）です。 

ですが、あくまでも「目安額」であり、決して「割り当て額」ではありません。 
募金を呼びかけていただく際、地域のみなさまにも十分にご理解をいただき、ご協力いただけますよう、

よろしくお願いします。 

共同募金にはなぜ目標額があるのか？ 

裏面あり 

× 



 

３ 募金の受付（次のいずれかの方法で受付いたします） 

①【郵便払込】 

専用払込用紙に必要事項をご記入の上、最寄りの『郵便局窓口』でお振込みください。 

後日、領収書を会長宛てにお送りいたします。 

※領収書に『封筒枚数』の記入を希望される場合は、お手数をおかけしますが、払込用紙 

の通信欄に『封筒枚数』をご記入ください。 

※募金が集中する時期は領収書の発行に１か月以上かかる場合がございます。 

※払込１件につき 10万円を超える送金には、郵便局によってはご依頼人の確認のため、 

免許証などの本人確認書類や（自治会町内会名であれば）会則の提示を求められること 

があります。ご面倒をおかけしますが、ご承知いただきますようお願いいたします。 

 

②【窓口受付】 

共同募金会旭区支会事務局へご持参ください。受付時間は平日９時～１７時となります。 

※領収書に『封筒枚数』の記入を希望される場合は、お手数をおかけしますが、ご持参時 

に封筒枚数を窓口にてお伝えいただくか、窓口に封筒をご持参ください。 

※募金額・封筒枚数の集計に多少お時間をいただきます。 

※窓口では釣銭のご用意ができません。お持ちいただく際は、釣銭のないようにお願いい 

たします。 

 

４ 募金の取扱 

戸別募金は『赤い羽根（一般）』と『年末たすけあい』の募金を同時にご協力いただいており、 

受付の際、総額を次のように区分させていただきます。 

 

募金総額のうち ７０％＝『赤い羽根（一般）』※１０円未満の端数は『年末』へ 

３０％＝『年末たすけあい』 

 

５ 高額のご寄付について 

2,000円を超えるご寄付をいただいた場合、所得税・住民税の「寄付金控除」の対象となりま

す。免税領収書をご希望の方は、事務局へご連絡ください。 

また、下記に該当する高額の寄付者には、神奈川県共同募金会から感謝状が送付されます。 

５万円以上ご寄付いただいた個人の方もしくは 10 万円以上ご寄付いただいた法人・団体が

いらっしゃる場合は、事務局までご連絡ください。 

 

６ 配布資材 

別紙「令和８年度 戸別募金関連資材一覧表」をご確認ください。 

※不足の資材がある場合には事務局までご連絡ください。 

※封筒に住所・氏名・金額欄がありますが記入は任意であり、強制するものではありません。 

過去、募金された方のご要望で設けています。 

 

 共同募金会旭区支会（事務担当：菊地・長谷川） 
受付時間：平日 9 時～17 時※年末年始を除く 
住  所：旭区鶴ケ峰 1－6－35 旭区社会福祉協議会内 
電  話：045-392-1123 FAX：045-392-0222 
メ ー ル：asahi-ks@ceres.ocn.ne.jp 



【NO】自治会町内会名 御中 

令和８年度 戸別募金関連資材 送付内容一覧表 
№ 配 布 内 容 部数 

自治会・町内会長様あて 

1 依頼状 1枚 

自治会・町内会用 

2 令和８年度共同募金実施要領 1枚 

3 募金用（郵便局）専用払込用紙 ●枚 

4 ＰＲ用ポスター            （掲示板用） ●枚 

班長・組長様用 

５ 封筒募金の取り扱いについて ●枚 

６ 委嘱状・ボランティア証 ●枚 

各世帯配付用 

７ 共同募金のお願い【あさひだより】  （世帯数分） ●枚 

８ 募金専用封筒            （ご希望数） ●枚 

その他（希望された自治会町内会のみ配送） 

９ 赤い羽根              （ご希望数） ●枚 

10 ありがとうステッカー        （ご希望数） ●枚 

11 領収書               （ご希望数） ●枚 

 
※「１．依頼状」および「２．令和８年度共同募金実施要領」以外の資材は、６月に

各自治会町内会長あてに発送しました「令和８年度 戸別募金関連資材調査」にて、

ご回答いただいた希望数に基づき送付しています。 

上記調査票のご提出がなかった自治会町内会様へは、前年度の送付数と同数の

資材数を自治会町内会長あてにお送りしていますので、ご了承ください。 

 

 

 

 

 

●配布数の不足や内容についてのお問い合わせ先● 

共同募金会旭区支会   事務担当：菊地・長谷川 

受付時間：平日の 9 時～17 時 

住   所：旭区鶴ケ峰 1-6-35 旭区社会福祉協議会内 

電話番号：045－392－1123 

FAX 番号：045－392－0222 

メ ー ル：asahi-ks@ceres.ocn.ne.jp 



 

令和８年９月 18日 

班 長・組 長  様 

神奈川県共同募金会旭区支会 
支 会 長  内田 裕朗    

 

令和８年度共同募金運動の実施に伴う 
｢戸別募金（封筒募金）｣の取り扱いについて（お願い） 

 

 日頃から、共同募金運動にご協力いただき、誠にありがとうございます。 
 今年度も自治会町内会単位による『戸別募金』の実施にあたり、みなさまのご協力をお願い
いたします。 
 お忙しいところ誠に恐縮ではございますが、次の要領によりお取り扱いくださいますよう、
よろしくお願いいたします。 

 

１．受付期間   令和８年１０月１日（木）～令和９年１月２９日(金) 

  ※従前は 10月～12月までの 3か月間としていますが、期間を延長して実施します。 

各自治会町内会のご事情に合わせて柔軟な対応をお願いします。 

 

２．募金資材   ９月下旬頃に自治会町内会会長宅または事前アンケートにてご指定 

いただいた場所へ発送しています。各世帯への配布をお願いします。 

チラシを各世帯へ配付しない場合、回覧資料としてご活用いただけれ 

ば幸いです。 

 

３．募金の目的  共同募金は民間福祉事業の充実と、地域福祉活動推進に必要な資金 

確保を目的とした、皆様からの善意の募金です。 

 

※募金は任意であり、強制するものではありません。 

         ※募金額は強制ではなく、各寄付者の任意の額でお願いします。 

             ※封筒には住所、氏名、金額の記入欄がありますが記入は任意です。 

過去、募金された方の要望で設けています。 

 

４．募金の回収  募金の回収は、各会・各班の方法でお願いします。 

 

５．募金の    回収された募金は、自治会町内会ごとに取りまとめをお願い 

取りまとめ   しています。 

 

６．募金の受付  募金の受付につきましては【専用の払込用紙にて『ゆうちょ銀行の 

窓口』でお手続きをされた場合、硬貨取扱手数料・現金手続料金加算・ 

送金手数料が無料】となります。 

 

 

            

きょうどうぼきん Q&A 

共同募金会旭区支会（事務担当：菊地・長谷川） 
受付時間：平日 9 時～17 時※年末年始を除く 
住  所：旭区鶴ケ峰 1－6－35 旭区社会福祉協議会内 
電  話：045-392-1123 FAX：045-392-0222 
メ ー ル：asahi-ks@ceres.ocn.ne.jp 
 



 

共同募金 Q&A 
 
Ｑ１「赤い羽根共同募金」と「年末たすけあい募金」は、どう違うの？ 
 

 

 

 

 

 

 

 
 
Ｑ２ 募金は自発的・任意的なもの。どうして「目標額」があるの？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
Ｑ３ 集まったお金はどんなことに使っているの？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ１  

どちらも共同募金会が行っている募金活動です。 

「赤い羽根共同募金」は、１０月１日から翌年３月３１日まで実施されます。 

一方、「年末たすけあい募金」はその名のとおり、年越しに向けての隣近所の助け合いがそ

の発端になっている募金運動です。全国的な運動期間は１２月１日から年末までですが、旭

区ではより計画的に配分を行うために１０月から開始しています。 

Ａ２  

募金活動実施に先立ち、配分希望団体から「何をするために」「どれくらいの」募金の配

分が必要かを申請していただきます。その申請内容を県民・区民の代表者からなる配分委

員会で審議し、必要性・緊急性などを考慮して配分計画を立てます。その配分計画から出

されるものが募金の目標額です。 

皆様からの募金を必要とされているところへ効果的に配分するために、あらかじめ計画

を設定しています。 

区民の皆様には全体の目標額とともに、１世帯いくらぐらい寄付すればその目標額を達

成できるのかを算出しています。また、「どれぐらい協力すればいいの？」と聞かれたとき

の目安としても１世帯あたりの目標額を示しています。 

ただし、「目標額」は皆様に強制や割り当てをするためのものではありません。募金は 

任意のものであり、お気持ちに応じて寄付していただければと存じます。 

Ａ３ 

「赤い羽根共同募金」は以下の①～③のように使われています。 

① 区内で活動している家事援助等のボランティアグループや区内にある福祉施設及び

地域作業所（備品の購入・建物の整備費用等）などに配分されています。 

② 神奈川県全域を対象にして①のような団体・用途のために配分されています。 

③ 旭区社会福祉協議会の事業費として、区内で活動するボランティアグループ・当事

者団体などへの助成金、災害見舞金、広報紙の発行などに使われます。 

 

「年末たすけあい募金」は以下の①～③のように使われています。 

➀区内 19 の地区社会福祉協議会の事業費として配分されています。 

➁区内で活動している当事者団体などへの助成金として配分されています。 

➂生活にお困りの方への食糧支援などに使われます。 







1 

 

令和８年度  共同募金実施要領 

～ つながりをたやさない社会づくり ～ 
 

社会福祉法人神奈川県共同募金会 
 
戦後間もない昭和 22 年に“国民たすけあい運動”として始まった共同募金は、ことしで運動

創設 80 年を迎えました。運動開始当初は、戦後復興の一助として戦災孤児や生活困窮者への支

援を重点に配分が行われ、その後、高度経済成長からバブル経済の隆盛と崩壊、近年では新型

コロナウイルスの感染拡大によるパンデミックなど、その時々の社会の大きな変化の中におい

ても、共同募金は“たすけあい”を基調とする組織活動を展開してまいりました。 

現在、わが国では本格的な少子高齢化や人口減少が進み、地域における社会的孤立の顕著化、

物価高騰による生活困窮者や社会的養護が必要な子どもたちへの対応といった課題が多様化、

複雑化し、さらに全国各地で多発・激甚化する自然災害の発生などによって、住み慣れた地域

で安心して生活していくための環境が脅かされています。 

 共同募金会では、戦後から 80 年に及ぶさまざまな課題に対応してきた実績を踏まえて、共同

募金が“極めて地域性の高い運動”という特性を発揮して、住民の支え合いと参加により地域

を共に創っていく「地域共生社会」を実現していくために、令和 8 年度も全国共通テーマ「つ

ながりをたやさない社会づくり」のもとに、地域福祉の中核を担う社会福祉協議会をはじめ、

福祉分野に留まらずさまざまな業界と連携しながら、組織活動を展開してまいります。 

Ⅰ 共同募金の役割 

１．総合的な募金運動 

共同募金は、地域福祉を推進する施設・団体が、それぞれ募金活動を行うことによって生

じる混乱を避けるため、共同募金会が総合的に行う寄付金募集です。 

２．たすけあいの心の普及 

共同募金は、住民一人ひとりの“たすけあいの心”を育み、地域で行うさまざまな福祉活

動を通じて、福祉文化の創造につながることを願って展開します。 

３．民間運動体としての事業展開 

民間運動体としての役割を明確にして、事業の公平性・公益性を保つために法令を遵守

するとともに、民間資金としての特質である「先駆性」「柔軟性と即応性」「多様性」を十分

に発揮して事業を展開します。 

４．全国協調と地域性 

共同募金運動は、全国一斉に協調して行われますが、実施の区域は各都道府県とし、地域

福祉を構成する県民との協働により実施します。 

５．ボランティア活動 

共同募金は、ボランティアの組織的な活動による協力を得て推進します。 

６．公 表 

寄付者の信託に基づいて寄付金の公正な管理・配分を、県民の理解と支持を得るために

募金及び配分の計画を公表し、共同募金の透明性を確保します。 

Ⅱ 実施主体 

  共同募金は、社会福祉法人神奈川県共同募金会と県内 58 支会(19 市 25 区 14 町村)で実施

します。 

Ⅲ 募金期間 

  共同募金運動は、社会福祉法第 112 条の規定に基づき、厚生労働大臣が定める期間である

令和 8 年 10 月 1 日(木)から 3 月 31 日(水)までの 6 カ月間を実施期間とします。 
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  ただし、市区町村を単位として実施する共同募金は、各地域の事情等に配慮して、従前と

同様、12 月 31 日までの 3 カ月間を募金期間とすることに差し支えありません。 

  なお、寄付金は、年間を通じていつでも受け入れることができます。 

  また、県共同募金会では、1 月から 3 月までの 3 カ月間を強化期間として、県内を拠点と

する企業等との協働事業を推進します。 

Ⅳ 令和８年度共同募金計画 

  共同募金は、社会福祉法第 119 条の規定により、民間社会福祉施設・団体が地域福祉を推

進するために必要とする資金量をあらかじめ把握して、募金目標額と配分計画を定めて組織

的に行う「計画募金」です。 

  令和 8 年度は、配分計画及び目標額を次のとおり定めて、募金・配分事業を展開します。 

◆ 令和８年度募金目標額（配分計画額）   １２ 億円  

    

◆ 赤い羽根募金（一般募金） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８億３,０５１万円 

１． 市区町村社会福祉協議会が行う地域福祉活動 ・・・・・・・・・・・・・ ３億５９万円 

２． 民間社会福祉施設が行う福祉活動 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ２億３５０万円 

３． 広域的な活動を行う民間社会福祉・更生保護団体の事業 ・・・・ ７,７６４万円 

４． 小地域で活動する在宅福祉サービス団体の事業 ・・・・・・・・・・・ ３,５００万円 

５． 子ども食堂等を対象としたボランタリーな活動支援事業 ・・・ ２,０００万円 

６． 全国共通配分テーマ等に則した重点配分事業 ・・・・・・・・・・・・・ ５００万円 

７． 国内大規模災害時に緊急対応を行う資金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３,６００万円 

８． 社会的課題における緊急支援事業および災害対応事業 ・・・・ １,０００万円 

９． 全国的な共同募金の展開にあたる中央共同募金会の事業 ・・・ ３２７.1万円 

１０． 県共同募金会が行う事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ８,０５６.９万円 

１１． 市区町村支会が行う事業 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ５,８９４万円 
   

◆ 年末たすけあい募金 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ３億６,９４９万円 

  市区町村社会福祉協議会が当該地域を単位として、援助を必要とする人たちの生活や地域

福祉を支えるボランティア団体などの季節性高い活動を支援するための資金。 

Ⅴ 募金活動の展開 

  募金活動は、前記「Ⅲ 募金期間」に定める期間内に募金ボランティア活動を通じて、ご協

力が得られるように次の方法により展開します。 

  また、近年、キャッシュレス化が進む中で、現行の資金決済法令に適用した手法も適宜併

用しながら募金活動を実施します。 

  なお、「赤い羽根募金」と「年末たすけあい募金」を同時に募集する場合は、各募金の趣旨

を明確にして寄付者に誤解を招かないように実施します。 

１．戸別募金 

   自治会・町内会や民生委員などの協力を得て、共同募金の趣旨・目

標額・配分計画などを説明し、住民の自発的な協力によって寄付金が

拠出されるように各家庭にお願いする募金です。 

（１）戸別募金は、基本的にボランティアが各家庭を訪問して、共同

募金の趣旨・目標額・配分計画などを説明し、住民の自発的な協

力によって寄付金が拠出されるよう努めます。 

（２）寄付者の判断の目安として、おおよその寄付金額を示すことは差し支えありません

が、強制感を伴わないよう十分に配慮して実施します。 

  （３）自治会・町内会費などから一括して寄付をいただく場合は、事前に共同募金の趣旨を

周知して、住民から理解が得られるように努めます。 

      また、広報紙を各家庭に配布して、広報・啓発活動を推進します。 
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  （４）自治会・町内会などに未加入の新興マンション住民に対して、管理組合等の協力を得

ながら、募金活動や具体的な使途の周知を図り、事業を展開していきます。 

  （５）寄付金を受け入れた時は、所定の領収書を発行して適正に取り扱います。 

  （６）高額の寄付者には、所得税・住民税の「寄付金控除」となる“税制上の特典”がある

ことを周知します。 

 ２．街頭募金 

   ボランティアの協力を得て、鉄道各社の駅構内及び駅周辺やスーパ

ー・商店街などの敷地内で、通行する皆さまにお願いする募金です。 

（１）街頭募金は、募金期間開始後、当該支会の地域内の主要な地

点において、継続的に実施できるようボランティアの参加を広

く呼びかけるとともに、通行の妨げにならないよう人員の配置

などに留意して計画的に行います。 

（２）拡声器や音声等再生装置を用いた呼びかけ手段を準備するなど、募金活動時の状況

に応じた対応に配慮して実施します。 

（３）掲示物（ラミネート、パネル等）やチラシボックスを設置するなど、「視覚」によ

る協力の呼びかけも効果的な手段のひとつとして採用します。 

（４）寄付者に対しては、領収書の代用として“赤い羽根”もしくは“赤い羽根シール”を配

付し、共同募金運動の広報・啓発に積極的に努めます。 

（５）募金箱を開閉する場合は、当該支会の責任者が立ち会って実施します。 

３．法人募金 

   県内の企業・法人などに対して、郵便や訪問によってお願いする

募金です。 

  （１）法人募金は、個々の企業などに協力を呼びかけるとともに、

経済関係の団体と連携を保ちながら行うように努めます。 

  （２）本支店など法人の組織に関わらず、その事業所の所在する地

域の福祉向上に参加されるように理解を求めます。 

（３）拠出される寄付金が、法人税法上の全額損金扱いとなる“税制上の特典”を周知し、

募金の開拓に努めます。 

  （４）募金に際しては、事前に募集計画を立てて依頼先を決定し、ダイレクトメール方式を

活用するなどの方法により、寄付先の拡大に努めます。 

  （５）企業が製造・販売する商品等による物品寄付を受け入れて、社会福祉施設の利用者や

生活困窮者への現物配分事業を実施します。 

４．学校募金 

   小・中学校、高等学校、大学、専門学校などに在籍する児童・生徒・学

生や教職員にお願いする募金です。 

  （１）学校募金は、児童・生徒の福祉教育の一環として、教育委員会・校長

会・ＰＴＡ・職員組合などの理解を得られるように努めます。 

  （２）募金は、児童・生徒の自主性に配慮した呼びかけによって行います

が、学校・子ども会などに働きかけて、リーフレットやキャラクター

仕様の募金箱等を活用することで関心を高めます。 

５．職域募金 

   県内の企業・法人、官公庁などの社員・職員に対してお願いする募金です。 

  （１）職域募金は、企業等で働く方がたを対象としますが、その幹部

や労働組合などの理解を得ながら実施します。 

  （２）バッジ等の募金グッズを活用する募金方法を実施する際は、

販売行為と誤解を受けないようにご留意いただきながら、ポス

ター掲示により広く周知を促すなど、職場の環境に合わせて積

極的な活動を促進します。 

６．イベント募金 

   県内に拠点を置くプロ・スポーツチームとの協働事業をはじめ、各地域で催される行事の
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際に呼びかける募金です。各チームや地元自治会が示している注意事項等を踏まえたうえ

で、募金活動を実施します。 

  （１）各チームが実施するイベント会場や試合会場で、チームキャラクターとコラボグッズ

等による募金・広報活動を展開します。 

  （２）各チーム所属の選手が提供したサイン入りグッズを、チャリ

ティーオークションに出展し、落札された金額を寄付金として受

け入れます。 

（３）福祉まつりや福祉大会など、当該地域内で開催されるさまざ

まなイベント事業に参加して、募金・広報活動を展開します。 

７．その他の募金 

   前記の区分に当てはまらない募金です。 

  （１）子ども会や老人会、ロータリークラブやライオンズクラブなどの企業・法人に該当し

ない団体からの寄付を受け入れます。 

  （２）個人からの寄付を受け入れます。（個人大口寄付金を含みます） 

  （３）企業との協働事業として実施する「共同募金仕様自動販売機」等を設置して、売り上

げの一部を清涼飲料水メーカーから寄付金として受け入れます。 

  （４）金融機関に預け入れた寄付金の預金利息(年２回)は、寄付金として計上します。 

Ⅵ 配分事業の展開 

１．配分審査 

   令和 8 年度共同募金に対して、県内の民間社会福祉施設・団体から寄せられる申請要望

は、募金期間終了後、あらかじめ定められた配分計画及び「令和 8 年度共同募金配分基準」

に基づき、公正かつ厳正な審査を行います。 

２．配分金による事業の実施 

   配分金は、年末たすけあい援護資金など、直ちに使用するものを除き、原則として配分

決定施設・団体の令和 9 年度事業費に充当します。 

   なお、「年末たすけあい募金」による配分事業は、別に定める「令和 8 年度年末たすけあ

い運動実施要綱」に基づき実施します。 

３．配分金による事業の周知 

   配分金による事業は、神奈川新聞紙上及び全戸配布資料などを通

じて公表するとともに、赤い羽根データベース「はねっと」により、

インターネット上で使途を公表します。 

また、配分決定施設・団体からも積極的な広報が行われるよう協

力を求めます。 

Ⅶ 寄付金の取り扱い 

１．寄付金の管理 

  (１) 募金ボランティアは受け入れた寄付金を速やかに支会へ納入し、支会は収納した寄付

金を速やかに県募金会に送金します。 

  (２) 寄付金の取り扱いは厳正を期し、別に定める諸規程に基づいて適正に管理し、寄付者

の信託に応えます。 

２．共同募金運動経費 

   共同募金運動の実施に要する経費は、厚生労働省の指導(注)により、募金実績額の概ね

１割とし、適正に執行します。 

  (注)都道府県知事宛・昭和４２年９月１９日付社庶第３４０号厚生省社会局長通知 

Ⅷ 個人情報の取り扱い 

  共同募金を実施する上で取得した個人情報は、｢個人情報の保護に関する法律｣(平成 15 年

5 月 30 日法律第 57 号)及び神奈川県共同募金会｢個人情報保護規程｣(平成 17 年 6 月 1 日施

行)に基づき適正に管理いたします。 



都市計画市素案説明会の日時及び会場

現地
開催

日時 令和８年11月14日（土）午後２時00分～３時30分（予定）（開場午後１時30分）

会場

旭公会堂 講堂（旭区総合庁舎本館４階）（旭区鶴ケ峰１－４－12）

備考

※説明内容は動画配信と同じです。
※申込は不要です。直接会場へお越しください。（満席の場合はご参加いただけま
せんのでご了承ください）
※ご来場の際には、公共交通機関をご利用ください。

動画
配信

日時 令和８年11月13日（金）から令和８年11月27日（金）まで

場所 横浜市ウェブサイト上での動画配信（音声付説明動画）

14

横浜市からのお知らせ

～保土ケ谷二俣川線、横浜厚木線の都市計画変更について～

都市計画道路保土ケ谷二俣川線（延長約3.6km）は、令和７年に本宿地区が開通したことによ
り、未整備区間は終点部の約300mのみとなっています。今回、事業着手に向けて、区域を精査し、
線形及び横浜厚木線接続部との交差点設計に伴うすみ切りの区域を変更します。

また、横浜厚木線について、交通処理の円滑化と安全性の向上のため拡幅して右折レーンを
設け、区域を変更します。

このたび、都市計画市素案を作成しましたので、都市計画市素案の内容や今後の手続きについ
て、説明会を開催します。

期間 令和８年11月13日（金）から令和８年11月27日（金）まで（土・日・祝日は除く）

縦覧
場所

都市整備局都市計画課（受付時間 午前８時45分から午後５時15分まで）

※横浜市ウェブサイトで都市計画市素案の概要を御覧になれます。

日時 令和９年２月４日（木）午後７時00分開始

会場 旭公会堂 講堂（旭区総合庁舎本館４階）（旭区鶴ケ峰１－４－12）

その他

公聴会開催の有無は、12月２日（水）以降に横浜市ウェブサイトで御確認いただくか、都

市整備局都市計画課に電話でお問い合わせください。

「公聴会における公述意見の要旨と市の考え方」については後日、横浜市ウェブサイトで

公表します。

１ 手続きの流れ

お問い合わせ先

道路計画に
関すること

横浜市 道路・交通政策局 事業推進課
〒231-0005 横浜市中区本町６丁目50-10 29階 北側
TEL 045-671-2777 FAX：045-651-6527
MAIL：do-jigyouchousei@city.yokohama.lg.jp

都市計画手続に
関すること

横浜市 都市整備局 都市計画課
〒231-0005 横浜市中区本町６丁目50-10 22階 北側
TEL 045-671-2657 FAX：045-550-4913
MAIL：tb-toshikeikaku@city.yokohama.lg.jp

市素案説明会

市素案縦覧・公聴会

都市計画市素案説明会のお知らせ

横浜市市素案説明会 で検索

横浜市公聴会 で検索

市素案説明会

市素案縦覧・公聴会

横浜市市素案説明会 で検索

７ 都市計画市素案の縦覧

期間 令和８年11月13日（金）から令和８年11月27日（金）まで（土・日・祝日は除く）

公述
申出

縦覧期間中、関係住民及び利害関係人は、市素案に対して公開の場で意見を述べる機会

である「公聴会」における公述の申出ができます。

横浜市ウェブサイトから電子申請により公述の申出をしてください。

または、令和８年11月27日必着で、公述申出書を都市整備局都市計画課へ郵送若しくは

持参（土・日・祝日は除く）してください。

※公述申出書の様式は自由です。（住所、連絡先、氏名、案件名及び意見の要旨を御記

載ください。）参考様式を縦覧場所で配布しているほか、横浜市ウェブサイトでダウン

ロードできます。

※10名を超える申出があった場合は抽選を行います。

８ 公述申出の受付

９ 公聴会の日時及び会場（公述申出があった場合に開催）

相鉄線「鶴ヶ峰」駅
下車徒歩７分

令和８年９月区連会 資料３－３



都市計画市素案の概要

２ 位置図

３ 計画図
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６ 道路の変更

■ 保土ケ谷二俣川線

３・６・５号保土ケ谷二俣川線について、未整備区間である本宿町及び本村町における事業着手に向
けて、区域を精査して変更し、あわせて相模鉄道本線との交差構造を立体交差に変更します。

■ 横浜厚木線

３・４・13号横浜厚木線について、交通処理の円滑化と安全性の向上のため拡幅して右折レーンを設
け、区域を変更します。

※ 正確な内容、区域等については、縦覧期間中に縦覧場所で御確認ください。

４ 変更箇所図（拡大）

５ 標準断面図

＜変更断面（交差点部）＞

＜現況断面＞
横浜厚木線保土ケ谷二俣川線

「保土ケ谷二俣川線（整備済区間）」と同様の
標準断面

※図面は現時点でのイメージです。
今後関係機関との協議により変更となる場合

があります。

相模鉄道本線

区域を縮小
（黄色部分）

区域を拡大
（赤色部分）

交差構造を
「立体交差」に変更

区域を縮小
（黄色部分）



主催：横浜国際園芸博覧会旭区推進協議会
共催：旭区役所

会場募集会場募集
20272027

20272027

旭旭オオーープンプン
ガガーーデンデン

オープンガーデンは、旭区の皆さんが心を込めて手入れをしているお庭や花壇
などを紹介し、来場者の皆さんに自由に巡って楽しんでいただくイベントです。

自慢自慢のの

お庭お庭やや花壇花壇
をを

　公開　公開
してして

みませ
んか？

みませ
んか？

旭区マスコットキャラクター
あさひくん

�月��日 金 ､��日 土 ､��日 日
�月��日 金 ､�日 土 ､�日 日

令和 ��年

特別公開期間（お庭に入れる特別な６日間）

令和
��年

開催期間

�月��日 金    �月�日 日

※外からのみ見学できる期間
３月 19日（金）～５月９日（日）令和９年

２０２７旭オープンガーデン（予定）２０２７旭オープンガーデン（予定）

GREEN×EXPO 2027
開催を記念して
オリジナルTシャツを
ご用意しています！

配付枚数には限りがあるため、原則として
１会場あたり5 枚までとさせていただきます。
着用予定の方の人数分について、申込み時に
希望サイズと枚数をご回答ください。
※予備分や配付用としての申込みはご遠慮ください。
※申込状況により、枚数を調整させていただく場合が
あります。

 地域の団体､商店､企業等の
庭･花壇･プランター

 個人宅の庭･花壇･プランター  公園愛護会等､地域の皆さんが
管理している花壇･プランター

会場参加者限定！会場参加者限定！

募集締切募集締切

金��月��日
令和 �年 ＜必着＞

裏面の募集要領をご覧の上、
ご応募ください。

外からのみ見学可という会場も大歓迎です！外からのみ見学可という会場も大歓迎です！

横浜市からのお知らせ



特別公開期間（お庭に入れる特別な６日間）
令和9年 ４月 16日（金）、17日（土）、18日（日）
令和9年 ５月 7日（金）、8日（土）、9日（日）

応募資格
旭区内の次のいずれかを会場として公開していただける、
各会場の所有者又は管理者

※ ３月、４月又は５月のみの参加も可能です。
　 また、期間中の一部の日での参加も可能です。

① 個人宅の庭・花壇・プランター
② 公園愛護会等、地域の皆さんが管理している花壇・プランター
③ 地域の団体、商店、企業等の有する庭・花壇・プランター

応募方法
電子申請（横浜市電子申請で検索）
メール本文に「応募票」の各項目を記入して、
「問合せ」へご応募ください。
本チラシの「応募票」に記入して、郵送又は
持参により「問合せ」へご応募ください。

横浜国際園芸博覧会旭区推進協議会事務局（旭区役所区政推進課）「旭オープンガーデン」担当
〒241-0022 横浜市旭区鶴ケ峰一丁目 4番地 12
〈電話〉 045-954-6027　　　　　〈メール〉as-2027engeihaku@city.yokohama.lg.jp

募集締切
令和８年10月 30日（金） ＜必着＞
応募上の注意

電子申請は
コチラ

区HPは
コチラ

1.
2.

3.

ご応募いただいた庭や花壇などを紹介するパンフ
レットを作成し、来場者向けに配付する予定です。
ご応募いただいた方には、後日、写真等をご提供い
ただきます。なお、郵送費用は応募者負担となります。
当事業を通じて得た個人情報は、当該事業の進行及
び管理の目的以外には使用しません。

「2027 旭オープンガーデン」応募票
① 種別　　　    ア　個人       　　イ　団体等      　　※どちらかに○を付けてください

② 氏名  又は  団体等代表者氏名 ※団体等の場合はこちらに団体名称もご記入ください
フリガナ

③ 住所（団体等の場合は代表者住所） ※団体等の場合はこちらに「○○公園」など会場の名称をご記入ください

④ 電話番号　 ⑤ メールアドレス

　　
ア  ４月と５月の両方　　　イ  ４月のみ　　　ウ  ５月のみ　　　エ 一部の日のみ参加　参加予定日⇒（　　　    　　）　　　
オ  外からのみ見学可能

⑥ 特別公開期間（お庭に入れる特別な６日間）の参加意向  ※いずれかに○を付けてください。

⑦ 外からのみ見学できる期間（３月19日～５月９日）の参加意向  ※いずれかに○を付けてください。
　ア　参加する（全期間）　　　イ　3月参加 　　　　ウ　4月参加　　          エ　５月参加　　          オ参加しない

　ア　投稿可　　イ　投稿不可

パンフレットに掲載する会場の情報として、次の項目を別紙に記入して、この応募票と一緒に提出してください（様式は自由）。
「２０２６旭オープンガーデン」に参加された方で、変更のない方は上の「□2026掲載情報から変更なし」にチェックを入れてください。
（それ以前にご参加いただいた方は、別紙作成をお願いいたします。）

　ア　会場紹介文（80文字まで）　　　イ　会場所在地（応募者住所と同じ場合も掲載してください）
　ウ　会場までのアクセス（バス停「○○」から徒歩〇分、○○駅から徒歩〇分等）

⑨ 来場者が撮影した会場写真のSNS投稿可否について（どちらかに○）

フリガナ

フリガナ

フリガナ

（キリトリ線）

問合せ

外からのみ見学できる期間（希望制）
令和9年 3月 19日（金）～ ５月９日（日）

開催期間
令和９年3月 19日（金）～ ５月９日（日）

「２０２７旭オープンガーデン」参加会場　募集要領

　ア　公開可　　イ　公開不可⑩ Google マップへの会場情報掲載（イベント期間中のみ）の可否について（どちらかに○）

　ア　公開可　　イ　公開不可

　ア　対応可　　イ　対応不可

Mサイズ（　　　）枚　　Lサイズ（　　　）枚　

⑪ 「よこはまウォーキングポイント｣アプリ（スタンプラリー）への情報掲載の可否について（どちらかに○）

⑫ 取材依頼があった場合の対応可否について（どちらかに○）

⑬ Tシャツのサイズと枚数（１会場につき５枚まで）
詳細は表面をご確認ください

※旭オープンガーデンに関する物品や郵送物等を送付する住所になります。

⑧ パンフレット掲載情報　　　□　別紙に記入して提出　　　　□　2026掲載情報から変更なし

※４月：16日・17日・18日　5月：７日・８日・９日



旭 政 第 924 号  
令和８年９月 18 日 

旭区自治会町内会長 各位 
区政推進課長 

 
自治会館や集会所における「横浜グリーンエクスポ機運醸成ステッカー」 

の掲示について（依頼） 

 
日頃より、横浜グリーンエクスポに向けた広報にご協力をいただきありがとうございま

す。 
さて、７月の区連会でご案内させていただきましたとおり、横浜グリーンエクスポへの期

待感や応援ムードを高めていくため、本市では「横浜グリーンエクスポ機運醸成ステッカ
ー」（以下「ステッカー」という）を作成しました。 
つきましては、自治会館や集会所（以下「自治会館等」という）において、窓・入口付近

など、利用者や地域の皆様の目に触れやすい場所への掲示にご協力をお願いします。 
 
１ 概要 
  ＜仕様＞ 11 ㎝×11㎝ 両面シール 
  ＜掲示期間＞ 横浜グリーンエクスポ終了日 

（令和９年９月 26 日）まで 
 
２ 配付方法 

自治会館等を有する自治会町内会へは、自治だよりに同封してお送りします（各館２
枚）。掲示の際は、別添「機運醸成ステッカーご利用にあたってのお願い」をご一読くだ
さい。 

 
３ その他 

ステッカーは、自治会館等のほか、商業施設、店舗、飲食店、クリニック、オフィス・
営業所などでもご活用いただけます。ステッカーは、旭区役所区政推進課企画調整係（旭
区役所本館２階 23 番窓口）でお渡しておりますので、身近に対象となる方がいらっしゃ
いましたら、ご紹介いただけますと幸いです。 
※お渡し時には、名刺等で店舗の確認をさせていただきます。 
※なくなり次第終了いたします。 

 

 

 
担当：旭区役所区政推進課 

企画調整係 黒川・長友 
954-6026・6027 

 
 

区連会 資料３－５ 



令和8年度 旭区３師会
災害時医療のぼり旗掲出訓練

令和8年度 旭区３師会
災害時医療のぼり旗掲出訓練

お知らせ 旭区・保土ケ谷区・緑区・戸塚区・泉区・瀬谷区　６区合同

期間

地域の協力医療機関である病院、一般診療所、歯科診療所、
薬局が、「診療中」「開局中」の“のぼり旗”を掲出します。
※ 震度６弱以上の大規模震災発生時に、被災を免れ診療、開局が可能な医療機関・薬局は、その
目印として「診療中」「開局中」と記載されたのぼり旗を掲出し、診療、開局することとしています。

旭区福祉保健課 福祉保健係　TEL：９５４-６１０１／FAX：９５３-７７１３

① 近所の医療機関等を調べておきましょう。
② 処方薬等の正確な情報を携帯しましょう。
③ 処方薬等は１週間程度の予備を手元に。

日頃からの
備えも大切です！

問合せ

地域
防災拠点

地域
防災拠点

医療救護隊

応急手当で対応可能な軽度の負傷 市民の自助・共助による応急手当

地域
防災拠点

●災害拠点病院
診療可能な場合は
「診療中」の赤い旗を掲示

●災害時救急病院
診療可能な場合は
「診療中」の黄色い旗を掲示
・他に隣接区にも指定の病院があり、
  旭区民の方も診療が受けられます。

●地域の診療所、歯科医院、薬局
診療可能な医療機関は「診療中」の
黄色い旗を、薬局は「開局中」の
黄色い旗を掲示。

●医療救護隊（※）が巡回する
　地域防災拠点等

※医療救護隊とは
震度６弱以上の地震が発生した場合に、医師、看護職、
薬剤師等が、区内の指定された参集場所に参集した
後、地域防災拠点等の避難所で負傷者等の状況把握
及び主に軽症者に対する応急医療を行います。

※隣接区の災害拠点病院、災害時救急病院一覧は横浜市の
　HPからご覧いただけます。

黄色ののぼり、
旗が目印

10月19日（月）～21日（水）令和8年

緊急度・症状の重さに応じて、医療機関等を選択しましょう。緊急度・症状の重さに応じて、医療機関等を選択しましょう。

旭区マスコットキャラクター
「あさひくん」



自治会・町内会長 各位 

旭区福祉保健課長 

６区合同（旭・保土ケ谷・緑・戸塚・泉・瀬谷）災害時医療のぼり旗掲出訓練の 

実施に伴う告知ポスターの掲出について（依頼） 

 日ごろから皆様には、防災減災に向けた各種取組に御尽力いただきありがとうござ

います。 

 さて、横浜市では、震度６弱以上の大規模震災発生時に、被災を免れ診療、開局が

可能な医療機関・薬局は、その目印として「診療中」「開局中」と記載されたのぼり旗

を掲出し、診療することとしています。 

本取組について区民の皆様への周知を促進し、発災時に災害時医療体制が円滑に構

築されることを目的として「災害時医療のぼり旗掲出訓練」を実施いたします。今年

度は、昨年度合同で実施した旭・保土ケ谷・緑・戸塚・泉・瀬谷の６区が参加する予

定です。 

つきましては、９月の自治だよりで本訓練の実施及び災害時の医療体制に関する告

知ポスターを配布いたしますので、掲示板への掲出に御協力をお願いいたします。 

１ 訓練実施期間 

  令和８年 10月 19日（月）～21日（水）の３日間 

２ 訓練内容 

  災害協力医療機関及び薬局が、診療時間や営業時間内の診療等に支障なく対応で

きる範囲で、横浜市医療局から予め提供されている災害時のぼり旗を掲出します。 

３ 掲示を依頼する掲示物 

Ａ４版ポスター【別紙１】 

４ 掲出期間 

令和８年９月下旬から 10月 21日（水）まで 

５ その他の周知方法 

  広報よこはま旭区版 10月号 

区連会 資料３－６ 

掲出イメージ

旭区役所福祉保健課 災害医療担当 

TEL ：954-6101 FAX ：953-7713 

Email：as-fukuho@city.yokohama.lg.jp 



令和8年度 旭区３師会
災害時医療のぼり旗掲出訓練

令和8年度 旭区３師会
災害時医療のぼり旗掲出訓練

お知らせ 旭区・保土ケ谷区・緑区・戸塚区・泉区・瀬谷区　６区合同

期間

地域の協力医療機関である病院、一般診療所、歯科診療所、
薬局が、「診療中」「開局中」の“のぼり旗”を掲出します。
※ 震度６弱以上の大規模震災発生時に、被災を免れ診療、開局が可能な医療機関・薬局は、その
目印として「診療中」「開局中」と記載されたのぼり旗を掲出し、診療、開局することとしています。

旭区福祉保健課 福祉保健係　TEL：９５４-６１０１／FAX：９５３-７７１３

① 近所の医療機関等を調べておきましょう。
② 処方薬等の正確な情報を携帯しましょう。
③ 処方薬等は１週間程度の予備を手元に。

日頃からの
備えも大切です！

問合せ

地域
防災拠点

地域
防災拠点

医療救護隊

応急手当で対応可能な軽度の負傷 市民の自助・共助による応急手当

地域
防災拠点

●災害拠点病院
診療可能な場合は
「診療中」の赤い旗を掲示

●災害時救急病院
診療可能な場合は
「診療中」の黄色い旗を掲示
・他に隣接区にも指定の病院があり、
  旭区民の方も診療が受けられます。

●地域の診療所、歯科医院、薬局
診療可能な医療機関は「診療中」の
黄色い旗を、薬局は「開局中」の
黄色い旗を掲示。

●医療救護隊（※）が巡回する
　地域防災拠点等

※医療救護隊とは
震度６弱以上の地震が発生した場合に、医師、看護職、
薬剤師等が、区内の指定された参集場所に参集した
後、地域防災拠点等の避難所で負傷者等の状況把握
及び主に軽症者に対する応急医療を行います。

※隣接区の災害拠点病院、災害時救急病院一覧は横浜市の
　HPからご覧いただけます。

黄色ののぼり、
旗が目印

10月19日（月）～21日（水）令和8年

緊急度・症状の重さに応じて、医療機関等を選択しましょう。緊急度・症状の重さに応じて、医療機関等を選択しましょう。

旭区マスコットキャラクター
「あさひくん」
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令和８年 

生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調査）の実施について 

 

 

１ 趣旨 

厚生労働省では、横浜市を通じ「生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害

児・者等実態調査）」を実施することになりました。 

つきましては、別添のとおり、調査員が対象地区へのチラシ配布や訪問をいたしま

すので、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

２ お願いしたいこと 

  【区連長】ご承知おきください。 

  【地区連長】調査対象地区では地区連合定例会等で情報提供をお願いします。 

  【単位会長】調査対象地区の単位会長あて資料を送付します。 

定例会等で周知をお願いします。 

 

３ 調査の概要 

 （１）調査目的 

    障害者施策の推進に向けた検討の基礎資料とするため、在宅の障害児・者等

（難病等患者やこれまでの法制度では支援の対象とならない方を含む。）の生

活実態とニーズを把握することを目的としています。 

 （２）調査対象 

    調査区に居住する在宅の障害児・者等（（障害者手帳（身体障害者手帳、療育

手帳または精神障害者保健福祉手帳））所持者、難病等患者及びこれまで法制度

では支援の対象とならないが、長引く病気やけが等により生活のしづらさがあ

る方）を対象としています。 

 （３）調査対象地区 

   別添「対象地区名簿」のとおり（区内 11 地区） 

    ※ 恐れ入りますが、「対象地区名簿」の所属単位自治会町内会欄の記載に

誤りがある場合は下記【区窓口担当】あてご連絡ください。 

（４）調査事項 

  ア 調査対象者の基本的属性に関する調査項目 

    年齢、性別、障害の原因、住居、就労・就学の状況等 

  イ 現在利用しているサービスと今後利用を希望するサービス 

    障害福祉サービス等の利用状況、利用の希望 等 

（５）調査基準日 

   令和８年 11 月１日（日） 

区 連 会 ９ 月 定 例 会 資 料 
令 和 ８ 年 ９ 月 1 8 日 
旭 区 高 齢 ・ 障 害 支 援 課 

区連会 資料３-７ 



2 
 

（６）調査の方法 

  ア 10 月 5 日以降に調査員が『調査実施のお知らせ（世帯用）』（必要に応じ

てマンション管理人等）を調査地区内の各世帯に配布します。 

  イ 訪問を望まない方からのご連絡を健康福祉局障害施策推進課で受けます。 

ウ 11 月１日（日）から 11 月 22 日（日）までの期間に調査員が調査地区内の 

世帯を訪問し、調査の趣旨等を説明のうえ、世帯主や調査対象者の有無を確

認して「地区要図」と「世帯名簿」を作成します。 

エ 調査対象者がいる場合は、訪問時に調査票を手渡し、記入及び返送を依頼し

ます（返送期限：12 月 10 日（木））。 

調査票は、原則として調査対象者本人が記入し直接ご郵送いただきます。

必要に応じて、適切な記入支援を実施します。 

・ 視覚障害者の方に対して、希望に応じて点字版の調査票を配布 

・ 調査対象者が聴覚・言語・音声機能障害者である場合は、手話通訳者の派 

 遣について配慮 

・ 障害の状況により本人が記入できない場合、本人の希望に応じて、代筆 

（７）調査員の身分 

   調査員は横浜市長から本調査を行う者として任命を受けており、世帯を訪問

する際には、携帯している調査員証を提示します。 

（８）別添資料 

  ア 対象地区名簿 

  イ 調査実施のお知らせ（世帯用） 

  ウ 調査実施のお知らせ（マンション管理人等） 

  エ 調査員証（見本） 

  オ 単位自治会町内会長あて通知 

 

 

 

 

【本調査全般に関する問い合わせ先】 

担 当：健康福祉局障害施策推進課 

                        川端・石川 

電 話：045-671-3603 FAX:045-671-3566 

メール：kf-syosuishin@city.yokohama.lg.jp 

 

                   【区窓口担当】 

                    担 当：旭区高齢・障害支援課障害者支援担当 

                        小出 

電 話：045-954-6145 FAX:045-955-2675 

メール：as-koreisyogai@city.yokohama.lg.jp 

                      

mailto:kf-syosuishin@city.yokohama.lg.jp
mailto:as-koreisyogai@city.yokohama.lg.jp


地区番
号

所在地 世帯数 所属連合地区 所属単位自治会町内会

14116 今川町２，３番地 68 旭中央 今川町内会

14117 市沢町７０９，７１０番地、市沢町７０４，７１５番地 52 市沢
市沢町下町内会
市沢中町内会

14118 本村町１００～１０２番地、本村町９７～９９， 93 二俣川 本村中央自治会
14119 さちが丘１４９～１５２番地、 58 さちが丘 さちが丘東部自治会

14120 南希望が丘６３，６４番地 54 希望が丘南 南希望が丘中央会

14121 東希望が丘１４８番地 64 （未加入） （未加入）

14122
今宿南町１９２６，１９３０，１９９０，１９９１番地、今宿
南町１６６７～１６７３，１９２５番地

60 今宿 今宿南町内会

14123 若葉台二丁目６番地 41 若葉台 若葉台二丁目南自治会

14124
上白根二丁目５３番、上白根二丁目５４番、上白根二
丁目５５番、上白根二丁目５６番

55 （未加入） 上白根町内会

14125 白根四丁目１８番 58 白根
ナイスパークステージ
横濱鶴ヶ峰自治会

14126 川島町２８４６，２８４９，２８５１，２８９３～２８９５番地 52 鶴ヶ峰 猪子山町内会

対象地区名簿





 
 

生活
せいかつ

の し づ ら さ な ど に 関
かん

す る 調査
ちょうさ

（ 全国在
ぜんこくざい

宅
たく

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
とう

実態
じったい

調査
ちょうさ

）実施
じ っ し

のお知らせ 
 

このたび、皆
みな

さまがお住
す

まいの地域
ち い き

に「生活
せいかつ

のしづらさなどに関
かん

する 調
ちょう

査
さ

（全国
ぜんこく

在宅
ざいたく

障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
とう

実態
じったい

調査
ちょうさ

）」を実施
じ っ し

することになりました。 

この調査
ちょうさ

は、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

等
など

（（障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

（身体
しんたい

障害者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療 育
りょういく

手帳
てちょう

または精神
せいしん

障害者
しょうがいしゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

））所持者
し ょ じ し ゃ

、難 病
なんびょう

等
など

患者
かんじゃ

及び
お よ び

これまで法
ほう

制度
せ い ど

では支援
し え ん

の 対 象
たいしょう

と

ならないが、長引
な が び

く病気
びょうき

やけが等
とう

により生活
せいかつ

のしづらさがある者
もの

）を 対 象
たいしょう

として 行
おこな

う調査
ちょうさ

であり、障害児
しょうがいじ

・者
しゃ

の福祉
ふ く し

施策
し さ く

を改善
かいぜん

するための基
き

礎
そ

資
し

料
りょう

を得
え

るために厚生
こうせい

労働省
ろうどうしょう

が実施
じ っ し

するものです。  

※ 調
ちょう

査
さ

の対
たい

象
しょう

となる方
かた

は、裏
うら

面
めん

をご参
さん

照
しょう

ください。 
 

 調査
ちょうさ

は令和
れ い わ

８年
ねん

１１月
がつ

１日
にち

時
じ

点
てん

で 行
おこな

うこととしており、調査員
ちょうさいん

が１1月
がつ

１日
ついたち

から

11月
がつ

2２日
にち

までの期間
き か ん

に皆様方
みなさまがた

のお宅
たく

にお 伺
うかが

いし、調査
ちょうさ

の趣旨
し ゅ し

の説明
せつめい

、調査
ちょうさ

の 対 象
たいしょう

となるかの確認
かくにん

、調査 票
ちょうさひょう

の配布
は い ふ

をさせていただきます。 

 ご記入
きにゅう

いただいた調査票
ちょうさひょう

は、郵送
ゆうそう

により 回 収
かいしゅう

させていただきます。 

 調査員
ちょうさいん

が 訪問
ほうもん

す る こ と を 事前
じ ぜ ん

に 断
ことわ

り た い 場
ば

合
あい

や 調査
ちょうさ

に つ い て の お 問
と

い 合
あ

わ せ を

したい場
ば

合
あい

は、 調
ちょう

査
さ

を実
じっ

施
し

する自
じ

治
ち

体
たい

の下
か

記
き

の窓
まど

口
ぐち

にご連
れん

絡
らく

ください。（訪
ほう

問
もん

をお

断
ことわ

りになる場
ば

合
あい

は、10月
がつ

2３日
にち

までにご連
れん

絡
らく

ください。） 

 

 

 
 
 

上記
じょうき

の 窓口
まどぐち

の ほ か 、 厚
こう

生
せい

労
ろう

働
どう

省
しょう

の 調
ちょう

査
さ

担
たん

当
とう

窓
まど

口
ぐち

に ご 連
れん

絡
らく

い た だ く こ と も で き

ます。（☎０３－５２５３－１１１１（内線
ないせん

３０２９）） 

※ お 問
と

い 合
あ

わ せ 時 間
じ か ん

 9： ０ ０ ～ １ ２ ： ３ ０  １ ３ ： ３ ０ ～ １ ８ ： ０ ０ （ 平 日
へ い じ つ

の み ）  

               
 

なお、調 査票
ちょうさひょう

には個人
こ じ ん

を特定
とくてい

できる質問
しつもん

はございませんし、調査票
ちょうさひょう

に記入
きにゅう

された

内容
ないよう

は、統計上
とうけいじょう

の目的
もくてき

以外
い が い

に用
もち

いることはありません。 

また、調査 票
ちょうさひょう

の記入
きにゅう

や 提 出
ていしゅつ

は任意
に ん い

ですので、ご回
かい

答
とう

いただけない場合
ば あ い

でも不利益
ふ り え き

が 生
しょう

じることはありません。 

 今回
こんかい

の調査
ちょうさ

目的
もくてき

をご理
り

解
かい

の上
うえ

、 調
ちょう

査
さ

にご 協
きょう

力
りょく

いただきますようお願
ねが

い申
もう

し上
あ

げ

ます。 

※調査員
ちょうさいん

が訪問
ほうもん

する際
さい

には、横浜
よこはま

市
し

が交付
こ う ふ

した調査員証
ちょうさいんしょう

を提
てい

示
じ

します。 

調査
ち ょ う さ

についてのお問
と

い合
あ

わせ先
さ き

 横浜
よ こ は ま

市
し

健康
け ん こ う

福祉局
ふ く し き ょ く

障害
しょうがい

施策
し さ く

推進
す い し ん

課
か

 

☎045-671-3603  FAX 045-671-3566（ 平日 9：00～17： 00） 

メー ル kf-r8shizurasachosa@city.yokohama.lg.jp  

 



 

 この調査
ちょうさ

では以下
い か

に該当
がいとう

する方
かた

を調査
ちょうさ

対 象
たいしょう

としております。 

 

 ●  障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

（身体
しんたい

障 害 者
しょうがいしゃ

手帳
てちょう

、療 育
りょういく

手帳
てちょう

、精神
せいしん

障 害
しょうがい

者
しゃ

保健
ほ け ん

福祉
ふ く し

手帳
てちょう

）を

お持
も

ちの方
かた

 

 ● 難 病
なんびょう

と診断
しんだん

されたことがある方
かた

 

 ● 上記
じょうき

に該当しないが、発達
はったつ

障 害
しょうがい

のある方
かた

、慢性
まんせい

疾患
しっかん

などの長
なが

引
び

く病気
びょうき

や

けが等
とう

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが 生
しょう

じている方
かた

 

 

 

 
 
 

・日 常 的
にちじょうてき

に医療的
いりょうてき

ケア（人工
じんこう

呼吸器
こ き ゅ う き

による呼吸
こきゅう

管理
か ん り

、経管
けいかん

栄養
えいよう

、たんの 吸 引
きゅういん

、 

導
どう

尿
にょう

、酸素
さ ん そ

療 法
りょうほう

など）を必要
ひつよう

としている。 

・児童
じ ど う

（18歳
さい

未満
み ま ん

）の場合
ば あ い

、発達
はったつ

状 況
じょうきょう

などからみて特別
とくべつ

支援
し え ん

教 育
きょういく

や特別
とくべつ

な 

配慮
はいりょ

等
など

を必要
ひつよう

としている。 

・ 眼
めがね

鏡などを使
つか

っても、見
み

えにくい。 

・日
にち

常
じょう

会
かい

話
わ

を聞
き

き間
ま

違
ちが

えたり、聞
き

き取
と

りにくいと感
かん

じたりすることがある。 

・歩
ある

いたり階
かい

段
だん

を上
のぼ

ったりすることが 難
むずか

しい。 

・思
おも

い出
だ

すことや 集
しゅう

中
ちゅう

することに困
こん

難
なん

を 伴
ともな

う。 

・お風
ふ

呂
ろ

に入
はい

ったり、衣
い

服
ふく

を着
き

たりといった身
み

の回
まわ

りのことを一人
ひ と り

でするの 

が 難
むずか

しい。 

・自
じ

分
ぶん

の 考
かんが

えや気
き

持
も

ちを伝
つた

えたり、相
あい

手
て

の 話
はなし

を聞
き

いて理
り

解
かい

したりするのが 難
むずか

 

しい。 

・ ２ リ ッ ト ル の 水
みず

や ソ ー ダ の ボ ト ル を 腰
こし

か ら 目
め

の 高
たか

さ に 持
も

ち 上
あ

げ る こ と が 難
むずか

しい。 

・手
て

と指
ゆび

を使
つか

って、ボタンや鉛
えん

筆
ぴつ

のように小
ちい

さなものをつまんだり、容
よう

器
き

や瓶
びん

を開
あ

け閉
し

めしたりするのが 難
むずか

しい。 

・心
しん

配
ぱい

、緊
きん

張
ちょう

、不
ふ

安
あん

を感
かん

じたり、気
き

分
ぶん

が落
お

ち込
こ

んだりすることがある。 

・その他
た

、心
しん

身
しん

に不
ふ

調
ちょう

があることで日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

のしづらさが 生
しょう

じている。   

次
つぎ

のような方
かた

は、手帳
てちょう

を持
も

っていない方
かた

でも調査
ちょうさ

の 対 象
たいしょう

となります。 

 



 

よくある質問
しつもん

 

 
 
 

 

 列挙
れっきょ

しているのは、あくまで例
れい

であり、例示
れ い じ

に該当
がいとう

がない場合
ば あ い

でも、「長引く
な が び く

病気
びょうき

やけが等
とう

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが生じている」と、本人
ほんにん

が認識
にんしき

されて

いる場合
ば あ い

は、調査
ちょうさ

の 対 象
たいしょう

となります。 

 
 
 
 
 
 
 

 

 「長引
な が び

く病気
びょうき

やけが等
とう

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが 生
しょう

じている」には、何
なん

ら

かの 心身
しんしん

の機能
き の う

の 障 害
しょうがい

により、 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづ らさが 生
しょう

じている方
かた

を幅広
はばひろ

く

対 象
たいしょう

としているが、心身
しんしん

の機能
き の う

の 障 害
しょうがい

が 全
まった

くない方
かた

は、調査
ちょうさ

の対 象外
たいしょうがい

となり

ます。 

 

 
 
 

 加齢
か れ い

によ り、心身
しんしん

に具合
ぐ あ い

の悪
わる

い 状 態
じょうたい

が 生
しょう

じ、 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

の しづらさを感
かん

じて

いる方
かた

も調査
ちょうさ

対 象
たいしょう

となります。 

 
 
 
 
 
 

 「長引
な が び

く」ものであるかどうかは、ご本人
ほんにん

の認識
にんしき

次第
し だ い

なので、厳密
げんみつ

に何ヶ月
な ん か げ つ

という線引
せ ん び

きはありません。ご本人
ほんにん

が判断
はんだん

できないという場合
ば あ い

は、「 概
おおむ

ね 6ヶ月
か げ つ

以上
いじょう

病気
びょうき

やけが等
とう

が継続
けいぞく

している場合
ば あ い

、または、継続
けいぞく

する見込
み こ

みがある場合
ば あ い

」

を一
ひと

つの目安としてください。 
 

「次
つぎ

のような方
かた

は、手帳
てちょう

を持
も

っていない方
かた

でも調査
ちょうさ

の 対 象
たいしょう

となります。」

として、 対 象
たいしょう

となる例
れい

が列挙
れっきょ

されているが、これらに該当
がいとう

しない場合
ば あ い

は、

対象外
たいしょうがい

となるのか。 

調査
ちょうさ

の対象者
たいしょうしゃ

について、「長引
な が び

く病気
びょうき

やけが等
とう

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさ

が 生
しょう

じている」には、本人
ほんにん

に心身
しんしん

の機能
き の う

の 障 害
しょうがい

はないが、騒音
そうおん

などの生活
せいかつ

環 境
かんきょう

によって、 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが 生
しょう

じている場合
ば あ い

も含
ふく

まれるのか。 

加齢
か れ い

により 日 常
にちじょう

生活
せいかつ

のしづらさが 生
しょう

じている方
かた

も調査
ちょうさ

対 象
たいしょう

となるのか。 

「長引
な が び

く病気
びょうき

やけが等
とう

」の「長引
な が び

く」とは、具体的
ぐ た い て き

に何ヶ月
な ん か げ つ

以上
いじょう

が該当
がいとう

す

るのか。 

 



 

 
 
        

調 査票
ちょうさひょう

１ 部
ぶ

に つ き 、 封筒
ふうとう

を １ 枚
まい

用意
よ う い

し て あ り ま す の で 、 そ れ ぞ れ に つ き

調査票
ちょうさひょう

をご記入
きにゅう

いただき、別々
べつべつ

の封筒
ふうとう

に入
い

れて送
おく

ってもらうようにしてくださ

い。 

 

 

１世帯
せ た い

に、調査
ちょうさ

対 象者
たいしょうしゃ

が二人
ふ た り

いる場合
ば あ い

の送付
そ う ふ

方法
ほうほう

はどのようにすれば良
よ

い

か。 

 



   

 

 

生活のしづらさなどに関する調査（全国在

宅障害児・者等実態調査）実施のお知らせ 

 
厚生労働省では、このたび都道府県・市区町村を通じ「生活のしづらさ

などに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調査）」を実施することに

なりました。 

つきましては、調査員が 1１月 1 日～11 月 2２の期間に建物にお住ま

いの世帯を訪問させていただきますので、何卒ご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オートロックマンション等、厳重なセキュリティのため、調査員が建物 

内に入ること自体が困難なことがあり、調査が円滑に行われない場合も想

定されます。調査員が建物にお住まいの世帯にお伺いできますよう、何卒

ご協力よろしくお願いいたします。 

 調査についてのお問い合わせ先 

横浜市健康福祉局障害施策推進課 

☎ 045-671-3603 （平日 9：00～17：00）          ） 

《調査の概要》 

「生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・者等実態調

査）」は、障害児・者等の福祉施策を改善するための基礎資料を得る

ために厚生労働省が実施するものです。 

今 回 は令 和 ２ 年 の 国 勢 調査 調 査 区か ら 全 国５ ， ５ ７８ 地 区 を 抽 出

して、調査員が地区内の全世帯を訪問し、その中で調査対象となる方

に調査を実施します。 

《調査員の身分》 

お伺いした調査員は、都道府県知事（市長）よりこの調査を行う者

として任命されており、世帯を訪問する際には、携帯している調査員

証を提示します。 



 
 

 

令和８年生活のしづらさなどに関する調査 

（全国在宅障害児・者等実態調査）調査員証 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （表面） 

 

 

 

 

 

 
           令和８年生活のしづらさなどに関する調査 

        （全国在宅障害児・者等実態調査） 
     調 査 員 証 

 
第    号   氏      名               
 

この者は、生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児

・者等実態調査）の調査員であることを証明する 
         

知 事 

                        市 長      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （裏面） 

 

 

 

 

 

 

 

 

注意事項 

 

 １ この調査事務を行うときは、この調査員証を携帯し、必要に応じてこれを提示しなければ 

ならない。 

 ２ この調査員証を他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 

 ３ この調査員証の有効期間は交付の日から令和８年１１月３０日までとする。 

 

（交付日 令和   年   月   日） 

 

 

 

 

印 



 
 
 
〇〇町内会会長  様 

 

 

 

令和８年生活のしづらさなどに関する調査 

（全国在宅障害児・者等実態調査）の実施について 
 
 
 

残暑の候 ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 

厚生労働省では、横浜市を通じ「生活のしづらさなどに関する調査（全国在宅障害児・

者等実態調査）」を実施することになりました。 

つきましては、別添のとおり、調査員が対象地区へのチラシ配布や訪問をさせていた

だきますので、ご理解、ご協力をお願いいたします。 

 

 

１ 添付資料 
（1） 令和８年生活のしづらさなどに関する調査の概要 
（2） 調査実施のお知らせ（世帯用）（案） 

（3） 調査実施のお知らせ（マンション管理人等）（案） 

（4） 調査員証（見本） 

 

２ お問い合わせ先 
（1）区に関すること 

旭区 高齢・障害支援課 小出 

電話：045-954-6145   FAX:045-955-2675   

 
（2） 「令和８年生活のしづらさなどに関する調査」全般に関すること 

健康福祉局障害施策推進課 川端・石川 

電話：045-671-3603 FAX:045-671-3566 

 



令和８年９月18日 

地区連合自治会町内会長 各位 

旭区地域振興課長 

 

令和８年度「旭区地域活動のつどい功労者表彰」候補者の推薦について 

 

  旭区では、毎年「地域活動のつどい」を開催し、地域に貢献していただいている各自治会町内会

の会長以外の役員などの方に、区として感謝の意を表し、感謝状をお渡ししています。 

また、地域の自治会町内会役員の方とあわせて、広く地域の課題に対して活動している団体な

ども対象とすることにより、自治会町内会の活動の一層の活性化を図ることを目指しています。 

 つきましては、別添の推薦書により、候補者の推薦をお願いいたします。 

 

１ 対象者 

(1)  各地区連合自治会町内会及び単位自治会の副会長、事務局長、役員等に、令和９年３月末時

点で通算５年以上従事していること 

※ 旭区地域活動のつどい功労者表彰実施要領に基づき、活動年数の算定をお願いします。 

 (例：令和４年５月定期総会で役員就任し現在も引き続き活動している場合、 

 令和４年４月から就任し令和９年３月末時点で通算して、通算５年とする。） 

(2) 地域の課題に対して活動している団体で通算５年以上活動していること 

 

 

２ 提出物 

推薦書 

 

３ 提出期限 

令和８年10月19日（月） 

※ 各自治会町内会から地区連合自治会町内会長への提出期限は 10 月 13 日（火）としておりま

す。 

  

対象除外：民生委員・児童委員、スポーツ推進委員、青少年指導員、保健活動推進員 

その他地域活動団体などで、社協、市、県、国の表彰制度がある委員、団体等 

裏面あり 

区連会 資料 ３－８ 



４ 提出先 

〒２４１－００２２ 

旭区鶴ケ峰１－４－12 

旭区地域振興課地域活動係  

メール：as-jichikai@city.yokohama.lg.jp 

 

５ 旭区地域活動のつどい功労者表彰式（予定） 

(1) 日時 

令和９年１月18日(月) 13時30分から14時30分まで 

（区連会定例会は15時00分開始） 

(2) 場所 

旭区役所新館２階大会議室 

 

６ 推薦書について 

  推薦書の提出依頼は「自治だより」で各自治会町内会長へ送付します（別紙参照）。 

  各自治会町内会長には、提出先を各地区連合自治会町内会長宛にお願いしておりますので、推

薦書が届きましたら取りまとめのうえ、地域振興課へ提出をお願いします。 

（要綱において、推薦者は各地区連合自治会町内会長としているため） 

 

担当：旭区地域振興課地域活動係 丸山・山田 

電話：９５４－６０９１  

FAX：９５５－３３４１  

Mail：as-jichikai@city.yokohama.lg.jp 

 

mailto:as-jichikai@city.yokohama.lg.jp


令和８年９月18日 

自治会町内会長 各位 

旭区地域振興課長 

 

令和８年度「旭区地域活動のつどい功労者表彰」候補者の推薦について 

 

  旭区では、毎年「地域活動のつどい」を開催し、地域に貢献していただいている各自治会町内会

の会長以外の役員などの方に、区として感謝の意を表し、感謝状をお渡ししています。 

また、地域の自治会町内会役員の方とあわせて、広く地域の課題に対して活動している団体な

ども対象とすることにより、自治会町内会の活動の一層の活性化を図ることを目指しています。 

 つきましては、別添の推薦書により、候補者の推薦をお願いいたします。 

 

１ 対象者 

(1)  各地区連合自治会町内会及び単位自治会の副会長、事務局長、役員等に、令和９年３月末時

点で通算５年以上従事していること 

※ 旭区地域活動のつどい功労者表彰実施要領に基づき、活動年数の算定をお願いします。 

 (例：令和４年５月定期総会で役員就任し現在も引き続き活動している場合、 

 令和４年４月から就任し令和９年３月末時点で通算して、通算５年とする。） 

(2) 地域の課題に対して活動している団体で通算５年以上活動していること 

 

 

２ 提出物 

推薦書 

 

３ 提出期限 

  10月13日（火） 

 

４ 提出先 

各地区連合自治会町内会長 

各地区連合自治会町内会長が取りまとめ後、令和８年 10月 19 日（月）までに旭区地域振興課

にご提出いただくこととしています。 

 

５ 旭区地域活動のつどい功労者表彰式（予定） 

(1) 日時 

令和９年１月18日(月) 13時30分から14時30分まで 

(2) 場所  

旭区役所新館２階大会議室 

※ 推薦者がいる自治会町内会につきましては、各会長宛にも案内状に送付します。 

 

担当：旭区地域振興課地域活動係 丸山・山田 

電話：９５４－６０９１  

FAX：９５５－３３４１  

Mail：as-jichikai@city.yokohama.lg.jp 

対象除外：民生委員・児童委員、スポーツ推進委員、青少年指導員、保健活動推進員 

その他地域活動団体などで、社協、市、県、国の表彰制度がある委員、団体等 



横浜市旭区長　　

　　　次の者等を、旭区地域活動のつどい功労者表彰の候補者として推薦します。

始　期 終　期

提出期限 ： 

提 出 先　： 旭区役所地域振興課地域活動係　（区役所２階２１番窓口）　
担　  当 　： 丸山・山田    電　話　９５４－６０９１

　　　　　　　　　 メール　as-jichikai@city.yokohama.lg.jp

（電話番号）

所属する
自治会町内会名

※自治会町内会から地区連合自治会町内会長への提出期限：10月13日（火）

令和８年10月19日（月）

具体的な内容

功労概要

※　収集した個人情報は本表彰事業以外の目的には使用しません。

確認欄
（確認して、□に✓）

　□　当該の役職が自治会町内会における役員に位置づけられているか確認しました

旭区地域活動のつどい功労者表彰推薦書

(ふりがな）

氏名又は団体名

略

歴

種　　別 職　　名　　等
在 職 期 間

令和　　年　　月　　日

在職年数

（地区連合自治会町内会名）

 住   　 所
団体の場合は代表
者氏名及び住所

〒
旭区
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　　　　　（　　　　　）

役員歴
（団体の場合は

不要です。）

（会長名）



旭区地域活動のつどい功労者表彰実施要綱 
 

制  定 平成18年１月30日 

最近改正 令和４年９月１日 

 
（趣旨） 

第１条 この要綱は、旭区内の自治会町内会又は地区連合自治会町内会（以下「自治

会町内会等」という。）において、役員等として当該自治会町内会等の運営に寄与

した者に対する感謝状の贈呈に関し、必要な事項を定めるものとする。 
 
（表彰の対象） 

第２条 表彰の対象は、次の各号のいずれかに該当するものとする。 
 （１）自治会町内会等における副会長等の役員等として通算５年以上従事している

もの 
（２）永年にわたり、自治会町内会等の活動に尽力し、その功績が顕著なもの 

 
 （被表彰者の資格） 
第３条 表彰を受けることができるものは、前条第１号又は第２号に該当し、旭区内

において活動している個人等とする。 
 
 （表彰候補者の推薦） 
第４条 各地区連合会長は、第２条及び第３条の規定により、表彰を受けるにふさわ

しいものを表彰候補者として区長に推薦することができる。 
 
 （被表彰者の決定） 
第５条 前条により推薦された表彰候補者については、別に定めるものをもって構成

する推薦委員会において選考する。 
 ２ 区長は、前項の選考結果に基づき、被表彰者を決定する。 
 ３ 第１項の推薦委員会の運営は別に定める。 
 
 （表彰の方法） 
第６条 第２条の表彰については感謝状により、区長が行う。 
 
 （表彰の時期） 
第７条 表彰は、原則として毎年１回行う。 
 
 （実施細目） 
第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は別に定める。 
  
  附 則 
この要綱は、平成 18年１月 30日から施行する。 

 
附 則 

この要綱は、令和３年９月１日から施行する。 
 

附 則 
この要綱は、令和４年９月１日から施行する。 



 

旭区地域活動のつどい功労者表彰実施要領 
 

制  定 平成18年１月30日 

最近改正 令和８年９月１日 

 
（趣旨） 

第１条 この要領は、旭区地域活動のつどい功労者表彰実施要綱（以下「要綱」とい

う。）第８条の規定に基づき、必要な事項を定める。 
 
 （表彰の対象となる活動） 
第２条 要綱第２条第１号及び第２号に定める表彰の対象となる活動は、自治会町内

会又は地区連合自治会町内会（以下「自治会町内会等」という。）の活動活性化

と併せて自治会町内会等への加入促進を図るための取り組みとする。 
 
 （推薦基準） 
第３条 表彰候補者の推薦基準は、次に掲げるものとする。 
（１）自治会町内会等の役員等としての通算活動期間が５年に達した者及びその後

の活動期間が５年ごとに達した者。 
（２）特に功績が顕著とは、高い功績をあげ、地域活動に多大な評価をされている

もの、又は他の模範となる活動であり、地域において波及効果が認められるも

のをいう。 
 
 （再推薦） 
第４条 既に表彰を受けた者であっても、表彰を受けた日の属する年度の翌年度以降

に改めて第３条に規定する推薦基準を満たした場合は、再び推薦を受けることが

できる。 
  
（活動期間の計算） 

第５条 表彰候補者の活動期間の計算は、次に掲げるものとする。 
（１）自治会町内会等で役員改選時期に毎年開催される定期総会において選出さ

れ就任した役員については、その総会が開催された月の属する年度の４月１

日から活動しているものとみなす。 
（２）３月に定期総会を開催し役員の改選が行われ、３月中に活動を開始する場

合には、就任後最初の４月から計算する。 
（３）役員等就任時より推薦を受けた日の属する年度の３月末日までを活動期間

とみなす。 
（４）複数の活動に従事する者については、各活動の活動期間の合計で算出し、

兼任期間については重複して計算しないものとする。 
（５）活動を中断した期間がある場合は、当該期間を除く前後の期間を通算する。 

 
 （表彰除外） 
第６条 民生委員・児童委員、スポーツ推進委員、青少年指導員等各種団体の永年表

彰に該当する者は、表彰の対象から除外する。 



 

 
 （表彰候補者の推薦） 
第７条 要綱第４条に定める表彰候補者の推薦にあたっては、「旭区地域活動のつど

い功労者表彰推薦書」を別に指定する期日までに区長に提出するものとする。 
 
 （推薦委員会） 
第８条 推薦委員会の委員は、次の者をもって構成する。 
 （１）旭区連合自治会町内会連絡協議会会長 
 （２）旭区連合自治会町内会連絡協議会副会長 
 （３）旭区連合自治会町内会連絡協議会監事 
 （４）旭区連合自治会町内会連絡協議会事務局（地域振興課長） 
 

附 則  

この要領は、平成 18年１月 30日から施行する。 

   

附 則  

この要領は、平成 27年９月１日から施行する。 

 
附 則  

この要領は、令和３年９月１日から施行する。 
 

附 則  
この要領は、令和４年９月１日から施行する。 
 

 附 則 
この要領は、令和８年９月１日から施行する。 
 







区連会 資料４－２

01241013
長方形





このようなトラブルでお困りの方に、裁判所の民事調停委員や家事調停委員が

無料で手続相談をお受けします。お気軽にお越しください。（秘密は厳守します）

日　時：

　　

※受付終了 15：00　

問合せ先： 横浜地方裁判所 総務課庶務第二係  

横浜家庭裁判所 総務課庶務係  

 　　
  

  

 

　不動産 　近隣トラブル

  借　 金 　交通事故

  相　 続 　労働問題

  離婚・婚姻費用・養育費等 

調停手続相談会

調停の利用には

どんな手続きが必要？

調停制度とは

どのようなものなの？

調停を進めていくための

具体的な方法は？

 

 令和8年11月7日（土）10：00～15：30　

〇感染対策のため、発熱や体調不良時には、来場をお控えください。

　
　また、税務や法律の相談会ではありませんのでご注意ください。
〇当相談会で直接紛争解決をはかるものではありません。

 
  

申　込： 予約不要・当日会場で受付

045 - 664 - 8778

045 - 345 - 3505

■JR根岸線　石川町駅　　北口（中華街口）より徒歩３分
■JR根岸線　関内駅

 

　　　南口より徒歩１３分
■横浜市営地下鉄　関内駅　　１番出口より徒歩１５分
■横浜市営地下鉄　伊勢佐木長者町駅　　２番出口より徒歩１４分

 

主　催：　公益財団法人 日本調停協会連合会 　　
　　　　　横浜民事調停協会　　横浜家事調停協会

　　　　神奈川民事調停協会　保土ヶ谷民事調停協会

後　援：　最高裁判所　横浜地方裁判所　横浜家庭裁判所
　　　　 横浜市市民局

かながわ労働プラザ 4F 場　所：



このようなトラブルでお困りの方に、裁判所の民事調停委員や家事調停委員が

無料で手続相談をお受けします。お気軽にお越しください。（秘密は厳守します）

日　時： ※受付終了 15：00　

問合せ先： 横浜地方裁判所 総務課庶務第二係  

横浜家庭裁判所 総務課庶務係 

  
  

 

　不動産 　近隣トラブル

  借　 金 　交通事故

  相　 続 　労働問題

  離婚・婚姻費用・養育費等 

調停手続相談会

調停の利用には

どんな手続きが必要？

調停制度とは

どのようなものなの？

調停を進めていくための

具体的な方法は？

 

 令和8年11月7日（土）10：00～15：30　

〇感染対策のため、発熱や体調不良時には、来場をお控えください。

　
　また、税務や法律の相談会ではありませんのでご注意ください。
〇当相談会で直接紛争解決をはかるものではありません。

申　込： 予約不要・当日会場で受付

045 - 664 - 8778

045 - 345 - 3505

■JR根岸線　石川町駅　　北口（中華街口）より徒歩３分
■JR根岸線　関内駅 　南口より徒歩１３分
■横浜市営地下鉄　関内駅　　１番出口より徒歩１５分
■横浜市営地下鉄　伊勢佐木長者町駅　　２番出口より徒歩１４分

主　催：　公益財団法人 日本調停協会連合会
　横浜民事調停協会　　横浜家事調停協会
　神奈川民事調停協会　保土ヶ谷民事調停協会

後　援：　最高裁判所　横浜地方裁判所　横浜家庭裁判所
横浜市市民局

かながわ労働プラザ 4F 場　所：
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消 生 情費 活 報くくららしナビしナビ
発行：横浜市消費生活総合センター“お互いに 一声かけて見守りを！”

暮らしのレスキューサービス暮らしのレスキューサービス
思わぬ高額請求に注意！思わぬ高額請求に注意！

〔  　　　　　　　〕消費生活相談電話

横浜市消費生活総合センター

045-845-6666 平　日　9：00 ～ 18：00
土・日　9：00 ～ 16：45

相談事例など暮らしに役立つ情報満載！

よ はこ ま  令和８年 

10・11月号

トラブル防止のポイント
□ ���広告の料金をうのみにしない！✓

□ ���事業者の来訪を要請する前に、作業
　 内容や料金などをよく確認する！
✓

□	��検索結果の上位に表示される事業者
　 が信頼できるとは限らない！
✓

　トイレが詰まり、ネット検索で上位に出た「修理料金
980円～」の事業者に依頼した。来訪後「追加の作業が
必要で、総額50万円かかる」と言われた。納得できない。

（相談者：70歳代女性）

　「水回りの修理」、「鍵の解錠」などのレスキュー
サービスで、請求額に納得できない場合は、「後日
振り込みたい」 と伝えるなど、その場で現金を支払う
ことは避けましょう。事業者に来訪を求めたとしても、
広告の料金表示と請求額が大きく異なる場合などは、
クーリング・オフができる可能性があります。
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